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１．形式別問題数（令和２年度）

教科 選択式 短答式（※1） 記述式（※2） 合計

国語 １１ ２ ２ １５

算数 ４ ８ ４ １６

■小学校

■中学校

（※1）短答式：本文中からの抜き出しや書き換え、数値、数式などを単語や比較的短い文章に
よって解答するもの

（※2）記述式：答えの求め方や考え方、解釈や評価などを文章で解答するもの

教科 選択式 短答式（※1） 記述式（※2） 合計

国語 ７ ５ ２ １４

数学 ５ ６ ４ １５

参考資料3



２．短答式問題の例（令和２年度）

＜解答例＞

（例：小学校国語調査問題（R2年度））

※本解答例では12文字

（例：中学校国語調査問題（R2年度））

＜解答例＞

（例：小学校算数調査問題（R2年度））

＜解答＞

（例：中学校数学調査問題（R2年度））

＜解答例＞

【国語】
・漢字の書き取り（小学校）、漢字の読み（中学校）
・文の書き換え（小学校）
・歴史的仮名遣いから現代仮名遣いへの書き直し（中学校） 等

【算数・数学】
・数値を書く（小学校、中学校）
・数式を書く（小学校、中学校）
・問題文の空欄に入る言葉を書く（中学校） 等



【国語】
・取材内容を基に自分の考えをまとめる（40字以上60字以内）（小学校）
・条件に合わせ、資料から言葉や文を取り上げて書く（30字以上80字以内）（小学校）
・相手の話に対するお礼の言葉を書く（中学校）
・創作している俳句に入れる言葉を選んだ理由について書く（中学校） 等

３．記述式問題の例（令和２年度）

〈
解
答
例
〉

＜解答例＞ ※本解答例では78字

（例：小学校国語調査問題（R2年度））

※本解答例では161字

（例：中学校国語調査問題（R2年度））



【算数・数学】
・図形の構成要素や性質を基に，示された式の意味を言葉や数を用いて書く（小学校）
・示された考えを基に、数の相対的な大きさを用いて，小数の加法を整数の加法に直して
処理する方法を言葉と式を用いて書く（小学校）

・ヒストグラムのデータの特徴を捉え、そこから主張できる内容の理由について書く（中学校）
・連立方程式を解く過程を振り返り、求め方の手順に表されている数の意味を説明する
（中学校） 等

（例：小学校算数調査問題（R2年度））

＜解答例＞

（例：中学校数学調査問題（R2年度））

＜解答例＞


